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寫されてゐる。
'た･,･'巻末のBibliographｙは所々に散在する材料を詳細に調べて分類しで
あるので非常に便利である。　　　　　　　　　　[井　筒俊　彦]

彙 報

一。　十二月三日午後一時半より東京帝大法文經第三十七番数室に於て第二回講演
會を開催。聽衆約五十名。講師並に演題は以下の通り。
後藤朝太郎氏支那奥地の方言に就ｙヽて

宮良富壯氏　　南島方言と東北方言との交渉
一、海外學會との交換のため、本誌を若干寄噌した、
マ、「ふりがな廢止論とその批判」（昭和十茣年十二月白水肚發行）の印猊三百圓が
山本有三氏の發議により寄稿家各位の賛同の下に、ふりがなの研究をする人の研究費
の一部にあてる爲、本會に寄附された。尚ほ本寄附金は、山本氏が前掲の書のｒまへ
がきJX:ＸＩＶ頁で云ってゐられる檬に、廢止論に都合のｙヽｙヽやうな研究のためではな
く、毆jEな立場からのそれにあてるものであることは云ふまでもなｖヽことである。こ
こに山本氏をはじめ本書の寄稿家諸氏及び白水肚に深く感謝の意を表する次第分あ
る。

Ｃ土 申μ 虻良
文經教室にて開僵、事務報告の後金田一京助・小林淳夫・淺井惠倫の三氏の講演の豫
定。會菻了後、山上會議所に於て晩餐會を催します。會員諸氏は奮って御出席下さる
樣お願ひ致します。尚ほ講演會は一般に公開です。演題その他細目に關しては、後程

御案内耿にてお知らせ致します。
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